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株式会社 構造ソフト 

 今月のイチオシ 
 

 

拡張情報              Q&A（適判等からの指摘事例） 

「BUILD.一貫Ⅴ」（Ver.2.260）・・・P1  「BUILD.一貫Ⅴ」 Q&A ・・・P7 

 
 

◆「BUILD.一貫Ⅴ」（Ver.2.260） 

・柱・梁のフカシを重量・剛性に考慮できるようにしました。 

設計段階で分かっている増し打ち（フカシ）に関して、「追加荷重で設計用の荷重に見込んだが、剛性にも見込むように指導を受けた。」というよう

な問い合わせが多くなっていることから、フカシの厚さを入力すれば重量計算および剛性計算に考慮できるように拡張しました。 

  

 
外周の梁の外側にフカシを 30mm 

指定しました。 
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・梁の剛性にフカした分を考慮します。 

梁の部材剛性は、フカシの断面分を考慮します。 

 

▼フカシを入力していない結果         ▼外周の梁にフカシを 30mm入力した結果  
 

        

値が変わります。 

 

・梁自重にフカシ分の重量を加算します 

梁自重にフカシの断面分の重量を加算するため、C・Mo・Qo 図、節点重量図の数値が変わります。 

 

▼フカシを入力していない結果         ▼外周の梁にフカシを 30mm入力した結果 
 

            

値が変わります。 

 
 

また、地震力用建物重量表の数値（次ページ参照）が変わります。 
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▼外周の梁にフカシを 30mm入力した結果 

 

▼フカシを入力していない結果 

 

値が変わります。 
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・応力解析結果も若干影響があります。 

応力解析結果については、次の通りとなりました。例題の物件では、梁にフカシを入力すると、鉛直荷重時の最下階の柱軸力は+5kN ほど増えて

いますが、地震荷重時の応力には大きな変化は見当たりません。 

 

 

 

鉛直荷重時応力図 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

▼フカシを入力していない結果 

 

▼外周の梁にフカシを 30mm入力した結果 

 

値が変わります。 
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地震荷重時応力図 

 
 

 

 

 

 

 

 

▼フカシを入力していない結果 

 

▼外周の梁にフカシを 30mm入力した結果 
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・梁耐力の算出は、実断面で計算します。 

断面計算時および保有水平耐力計算時の梁断面の算出は、実断面で計算します。フカシは耐力には考慮しません。 

 

・フカシは、部材毎に指定できます。 

フカシは、柱または梁が配置された位置に対して部材毎に指定（建物データの[PLMS]）でき、フカシの位置は下図の通りです。 

 

フカシを計算にどのように考慮するか指定できます。 

フカシを重量に考慮するか、剛性に考慮するかについては、重量計算・剛性計算の制御（許容応力度計算データの[BAS5]）で指定でき、前ペ

ージまでにご紹介した使い方のほか、重量だけに考慮するか、重量にも剛性にも考慮しない選択もできます。 

重量にも剛性にも考慮しない場合でも、断面自体が大きくなっていますので、仕上重量に影響します。 

【一括入力の場合】                                     【対話入力の場合】 
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◆「BUILD.一貫Ⅴ」 Q&A（適判等からの指摘事例） 

タイトル：ルート３で「Ｓ造露出型柱脚の保有耐力接合の判定結果」のαMpc/Mu が No、γME/Mu が NG だが問題

ないかと指摘された 

Ｑ．計算ルート３のＳ造の物件で、アンカーボルトの伸び能力の有る露出型柱脚を使っています。 

適合性判定機関より、許容応力度計算での「Ｓ造露出型柱脚の保有耐力接合の判定結果」で、αMpc/Mu が No、γME/Mu が NG と出力

されていますが問題はないですか？と指摘を受けました。 

保有水平耐力計算の「露出型柱脚」での検討では OK と出力されているのですが、どのように対処すればよいかを教えて下さい。 

 

A．許容応力度計算での「Ｓ造露出型柱脚の保有耐力接合の判定結果」は、ルート１-２またはルート２の場合に満足させなければならない検討

です。ルート３の場合は、保有水平耐力計算での「露出型柱脚」での検討が OK であれば、満足していなくても問題はありません。 

許容応力度計算での露出型柱脚の保有耐力接合の検討は、デフォルト（入力を省略した場合）では、ルート３の場合は行わず、ルート１-２

またはルート２の場合に行う設定となっています。 

今回の場合は、ルート３であるにも関わらず、検討する設定にされているため、検討結果が出力されています。 

通常は、許容応力度計算データの[ＤＥＳ４]（Ｓ造断面計算条件）の９項目（露出型柱脚の保有耐力接合の判定）の入力を省略して

下さい。「自動設定」となり、ルートにより自動切替されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 弊社ホームページの Q&A では、この他にも、適判定等からの指摘事例の Q&A を 115 件以上、通常の Q&A を 3170 件以上掲載していま

すので、ご活用下さい。なお、Q&A の閲覧にはサポート会員登録が必要です。 

http://www.kozosoft.co.jp/support/qa.html
http://www.kozosoft.co.jp/support/toiawase.html

